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芝
浦
工
業
大
学
で
は
例
年
、
海
外
協
定
校
と
の

P
B
L
（Project Based Learning

、
課
題
解
決

型
学
習
）
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
グ
ロ
ー
バ
ル
P
B
L
」

を
、
年
間
1
0
0
件
近
く
実
施
し
て
い
ま
す
。

昨
年
度
は
約
30
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
オ
ン
ラ
イ
ン

で
実
施
し
ま
し
た
が
、
合
わ
せ
て
国
内
で
も
オ
ン

ラ
イ
ン
を
活
用
し
た
国
際
協
働
学
習
、
C
O
I
L

（Collaborative Online International Learning

）

と
い
う
学
習
ス
タ
イ
ル
が
広
ま
っ
て
き
ま
し
た
。

オ
ン
ラ
イ
ン
で
で
き
る
こ
と
、
で
き
な
い
こ
と
、

さ
ま
ざ
ま
あ
る
中
、
そ
の
対
応
は　
　
　

「
C
O
I
L
型
の
グ
ロ
ー
バ
ル
P
B
L
を
行
う

中
で
、『
オ
ン
サ
イ
ト
（
現
地
）
で
行
う
必
要
が

あ
る
内
容
を
、
い
か
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
う
か
』

と
い
う
工
夫
が
多
く
の
先
生
た
ち
に
よ
っ
て
相
当

な
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
化
学
実
験

は
、
実
験
で
生
じ
る
熱
を
実
際
に
感
じ
た
り
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
バ
ー
チ
ャ
ル
体
験
で
き

る
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
導
入
で
危
険
な
爆
発
実

験
を
行
う
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
バ
ー
チ
ャ

ル
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
の
一
つ
で
す
」

さ
ら
に
、
電
子
工
作
や
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
廉

価
な
教
材
と
し
て
広
く
使
わ
れ
て
い
る
マ
イ
コ

ン
ボ
ー
ド
「Arduino

」。「
ブ
レ
ッ
ド
ボ
ー
ド
」

と
い
う
樹
脂
基
板
に
、
セ
ン
サ
ー
や
電
子
機
器

を
半
田
付
け
の
必
要
な
く
取
り
付
け
ら
れ
マ
イ

コ
ン
ボ
ー
ド
部
と
接
続
で
き
ま
す
が
、
こ
れ
も

W
e
b
上
で
回
路
設
計
と
動
作
確
認
が
で
き
る

シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
が
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
私
も
毎
年
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
と
回
路
設
計

を
組
み
合
わ
せ
た
I
o
T
デ
バ
イ
ス
の
開
発
を

テ
ー
マ
に
P
B
L
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

を
使
え
ば
オ
ン
ラ
イ
ン
で
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
し

な
が
ら
バ
ー
チ
ャ
ル
に
回
路
を
作
る
こ
と
が
で

き
、
こ
れ
ま
で
オ
ン
サ
イ
ト
で
や
っ
て
い
た
こ

と
を
オ
ン
ラ
イ
ン
化
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
う
し
た
ツ
ー
ル
の
活
用
で
、
か
な
り
の
部
分
を

C
O
I
L
に
移
行
で
き
て
い
る
と
考
え
て
い
ま

す
」「

議
論
が
で
き
て
、
か
つ
仮
想
空
間
内
で
同
じ

オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
で
き
る
こ
と
を
追
求

インドネシア・スラバヤ工科大学と「都市における感染症への適応を考える PBL —ウイズ・コロナの
ニューノーマル の提案—」をテーマに行われたオンライン PBLで提案された「PCR 検査ブースの提
案 : 鉄道駅」

 5 カ国の大学との PBL に参加する学生たち

Arduino（前）に配線されたブレッドボード（後）（arduino by gabriella_levine CC BY-NC-SA 2.0）

新型コロナウイルス感染拡大で打撃を受けたのは、
年間最大で約 1,700 人を送り出してきた
芝浦工業大学のグローバル教育も例外ではありません。
留学プログラムの多くがオンラインでの代替を余儀無くされる中、
本学独自のプログラムや今後の展望について、
三好匠 国際交流センター長に聞きました。

特集 1  ｜ コロナ禍のグローバル教育

グローバル化の歩みを止めない
「Shibauraモデル」の展開

コロナ禍の
グローバル教育
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学
部
で
の
留
学
が
難
し
い
で
す
。
そ
の
中
で
『
エ

ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
』や『
ポ
リ
テ
ク
ニ
ッ

ク
』
と
呼
ば
れ
る
5
年
制
の
学
部
・
修
士
一
貫
校

も
の
を
作
る
と
い
う
協
調
的
な
国
際
教
育
に
な
っ

て
い
る
。
こ
こ
が
ま
さ
に
C
O
I
L
の
良
い
と

こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
情
報
系
で
は
距
離
が

離
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
通
信
機
能
の
実
装
と
い
う

オ
ン
ラ
イ
ン
な
ら
で
は
の
課
題
も
生
ま
れ
ま
す
。

教
員
た
ち
は
そ
う
し
た
こ
と
も
考
え
な
が
ら
課
題

設
定
を
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
」

情
報
系
な
ど
ソ
フ
ト
を
扱
う
分
野
は
オ
ン
ラ

イ
ン
と
の
親
和
性
も
高
い
で
す
が
、
最
近
で
は

ハ
ー
ド
の
作
業
も
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
に
よ
っ
て

C
O
I
L
で
学
習
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

本
学
は
学
生
の
海
外
派
遣
数
で
、
国
内
3
位
の

実
績
を
誇
り
ま
す
が
、
そ
の
う
ち
３
ヵ
月
以
上
の
長

期
で
留
学
す
る
学
生
が
少
な
い
こ
と
が
課
題
で
す
。

長
期
留
学
を
増
や
す
た
め
、
シ
ス
テ
ム
理
工
学

部
の
「
国
際
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
は
3
年
次
に
1
セ
メ

ス
タ
ー
（
半
期
）
以
上
の
、
大
学
院
の
国
際
理
工

学
専
攻
で
は
日
本
人
学
生
を
対
象
に
1
ク
オ
ー

タ
ー
（
四
半
期
）
以
上
の
留
学
を
必
須
の
卒
業
・

修
了
要
件
と
し
て
い
ま
す
。
長
期
留
学
で
は
こ
の

コ
ロ
ナ
禍
を
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
る
の
で

し
ょ
う　
　

「
情
報
系
の
研
究
室
所
属
の
国
際
理
工
学
専
攻

が
3
、
4
年
次
の
授
業
（
日
本
だ
と
大
学
院
入
学

間
近
の
レ
ベ
ル
や
修
士
1
年
の
授
業
）
の
履
修
を

認
め
て
く
れ
て
い
ま
す
。
パ
リ
・
ベ
ル
ヴ
ィ
ル
国

立
建
築
大
学
（
フ
ラ
ン
ス
）
や
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
王

立
工
科
大
学
（
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
）
な
ど
が
こ
れ
に

当
た
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
自
国
と
日
本
の
教

育
制
度
を
照
ら
し
合
わ
せ
た
上
で
受
け
入
れ
て
く

れ
る
学
校
が
増
え
始
め
て
い
て
、
学
部
生
の
留
学

先
候
補
に
な
っ
て
い
ま
す
」

本
学
は
今
年
7
月
、
文
部
科
学
省
「
大
学
の
国

際
化
促
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
幹

事
校
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。
創
立
1
0
0
周
年

（
2
0
2
7
年
）
の
「
グ
ロ
ー
バ
ル
理
工
学
教

育
モ
デ
ル
校
」
を
目
標
に
、こ
れ
ま
で
も
「
G
T
I

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」で
の
産
学
官
連
携
活
動
や「
工

大
サ
ミ
ッ
ト
」
で
の
大
学
間
連
携
、
文
部
科
学
大

臣
認
定
「
理
工
学
教
育
共
同
利
用
拠
点
」
と
し
て

の
取
り
組
み
を
通
じ
て
「
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル

大
学
創
成
支
援
事
業
」（
S
G
U
）
で
掲
げ
る
本

学
の
人
材
育
成
モ
デ
ル
を
広
め
て
き
ま
し
た
。
今

回
は
そ
の
対
象
を
狭
め
て
グ
ロ
ー
バ
ル
P
B
L

の
国
内
展
開
を
行
う
も
の
で
す
。

「
本
学
の
国
際
的
な
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
国
内

の
学
生
は
、
留
学
す
る
予
定
だ
っ
た
フ
ラ
ン
ス
の

大
学
の
研
究
室
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
研
究
室
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
行
い
、
与
え
ら
れ
た
課
題
に
取

り
組
み
ま
し
た
。
最
後
の
発
表
会
に
は
フ
ラ
ン
ス

の
教
員
と
本
学
の
教
員
が
立
ち
会
い
、
留
学
と
し

て
認
定
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」

「
国
際
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
参
加
す
る
学
生
も
、

国
の
ル
ー
ル
緩
和
に
合
わ
せ
て
後
期
か
ら
10
人
ほ

ど
が
渡
航
。
実
際
留
学
す
る
に
は
、
学
部
生
な
ら

で
は
の
難
し
さ
も　
　

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
1
科
目
当
た
り
の
学
習
時

間
が
長
い
傾
向
に
あ
り
、
グ
ル
ー
プ
学
習
も
非

常
に
多
い
で
す
。
時
差
も
あ
る
E
U
圏
外
の
学

生
の
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
を
認
め
な
い
学
校
が
多
い

の
で
す
が
、
渡
航
し
て
学
生
登
録
が
認
め
ら
れ
れ

ば
、
対
面
授
業
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
に
か
か
わ
ら

ず
参
加
で
き
ま
す
」

「
国
際
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
学
生
は
、
本
学
の
協
定

校
か
つ
英
語
で
授
業
を
提
供
す
る
学
校
の
中
か

ら
、
国
際
プ
ロ
グ
ラ
ム
担
当
教
員
と
相
談
の
上
、

留
学
先
候
補
を
選
定
し
ま
す
。
学
内
と
留
学
先

の
選
考
を
経
て
留
学
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
約

2
0
0
あ
る
協
定
校
の
う
ち
、
学
部
生
が
留
学

で
き
る
大
学
は
少
な
い
で
す
が
、
そ
れ
で
も
4
割

ほ
ど
あ
り
ま
す
」

「
大
学
院
の
講
義
は
英
語
で
も
学
部
は
現
地
語

で
、
と
い
う
大
学
が
多
く
、
特
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は

で
の
横
展
開
が
、
本
事
業
の
目
的
で
す
。
本
学

の
特
徴
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
グ
ロ
ー
バ
ル

P
B
L
を
国
内
の
他
大
学
と
共
同
で
行
い
、
よ

り
強
固
に
展
開
し
て
い
く
も
の
で
す
。『
グ
ロ
ー

バ
ル
理
工
学
教
育
モ
デ
ル
校
』
と
向
か
う
方
向
が

同
じ
も
の
だ
と
考
え
て
い
ま
す
」

「
本
学
で
は
語
学
留
学
や
P
B
L
を
行
う
前

に
、
留
学
の
心
構
え
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技

術
を
指
導
す
る
留
学
準
備
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

行
っ
て
い
ま
す
。
先
生
た
ち
が
個
々
に
専
門
的
な

P
B
L
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
設
計
す
る
単
独
の
動
き
だ

け
で
な
く
、
そ
れ
を
推
進
す
る
た
め
に
全
学
的
な

共
通
項
に
対
す
る
支
援
を
行
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
設
計

な
ど
を
積
極
的
に
行
い
た
い
。
こ
れ
ら
を
含
め
て

本
学
の
モ
デ
ル
と
し
て
展
開
し
た
い
と
思
い
ま
す
」

「
オ
ン
ラ
イ
ン
化
の
利
点
を
引
き
出
す
工
夫
を

し
な
が
ら
、
ウ
イ
ズ
コ
ロ
ナ
・
ア
フ
タ
ー
コ
ロ

ナ
時
代
に
対
応
し
た
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成

を
今
後
も
進
め
て
ま
い
り
ま
す
」
と
三
好
セ
ン

タ
ー
長
が
言
う
よ
う
に
、
今
後
は
事
前
・
事
後

に
C
O
I
L
を
取
り
入
れ
る
な
ど
し
た
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
予
定
さ
れ
る
な
ど
、
新

た
な
形
態
へ
の
発
展
の
模
索
は
続
き
ま
す
。

ま
た
前
述
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
以
外
で
も
長
期
留

学
が
可
能
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
検
討
を
始
め
る
な

ど
、
多
く
の
学
生
が
多
様
さ
に
触
れ
な
が
ら
学
べ

る
環
境
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

学
部
生
で
も
長
期
留
学
を
受
け
入
れ
る

新
た
な
協
定
校
が
増
加
中

国
内
に
、
C
O
I
L
に
も
対
応
し
た

本
学
の
人
材
育
成
モ
デ
ル
を
展
開

「大学の国際化促進フォーラム」に採択されたプロジェクトの概念図

海外大学

各大学の手法やGood Practiceを共有することで
グローバルPBLの共同実施を推進

個々の国内大学がそれぞれの
努力でプログラムを実施

プロジェクト
参画国内大学 芝浦工業大学

海外大学

国内大学

芝浦工業大学

これまで これから

9

118
172

332

518

712

1,070

1,288

1,671
1,586

845
（オンライン）

9
25 30 30 33

25

2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020

2014 2015 2016 2017

3カ月以上の長期留学  （人）

2018 2019 2020

海外派遣学生数の推移（人）
協定等に基づく日本人学生派遣数の多い大学
（日本学生支援機構「2019（令和元）年度日本人学生留学状況調査結果」21年3月発表 より
「割合の母数は大学ポートレート、各大学Webサイト」より）

早稲田大学

関西学院大学

芝浦工業大学

立命館大学

立教大学

関西外国語大学

東京大学

明治大学

慶應義塾大学

1,661

1,632

1,345

1,303

1,100

1,095

985

975

913

学校名 派遣数（人）

3.5 

6.4 

14.9 

3.6 

5.4 

10.4 

3.7 

3.0 

2.7 

学生数における
割合(%)

特集 1  ｜ コロナ禍のグローバル教育

7 6



新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
私
た
ち
の
生
活
を
一

変
さ
せ
ま
し
た
。
土
木
業
界
も
例
外
な
く
、
変
化

を
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。稲
積
教
授
は
今
回
の
グ
ロ
ー

バ
ル
P
B
L
の
テ
ー
マ
に
こ
れ
ら
を
取
り
上
げ
た

理
由
を
、「
変
化
の
方
向
性
を
導
く
た
め
の
具
体
的

な
技
術
に
つ
い
て
、
学
生
の
柔
ら
か
い
頭
で
考
え

て
ほ
し
か
っ
た
」
と
語
り
ま
し
た
。
海
外
の
学
生

と
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
す
る
こ
と
に
よ
り
、
お
互

い
の
意
見
の
相
違
に
気
づ
い
て
も
ら
う
こ
と
で
相

乗
効
果
を
狙
い
ま
し
た
。

学
生
は
「
英
語
が
苦
手
だ
が
、
つ
い
て
い
け
る

か
」
と
、
語
学
力
不
足
を
心
配
し
が
ち
だ
と
、
稲

積
教
授
は
言
い
ま
す
。
そ
ん
な
学
生
た
ち
に
稲
積

教
授
は
い
つ
も
「
英
語
以
上
に
大
事
な
も
の
が
あ

る
。
い
か
に
相
手
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と

る
か
、
そ
う
い
っ
た
技
法
を
学
ん
で
ほ
し
い
」
と

伝
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
、
こ
の
グ
ロ
ー
バ
ル

P
B
L
に
か
け
た
一
番
の
思
い
で
す
。

今
回
の
グ
ロ
ー
バ
ル
P
B
L
の
目
的
の
ひ
と

つ
は
、
同
じ
志
を
持
っ
た
海
外
の
学
生
と
の
交
流

を
図
る
こ
と
で
す
。
実
際
に
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

を
通
じ
て
、
友
達
が
で
き
た
と
報
告
す
る
学
生
も

多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

よ
り
自
分
自
身
の
可
能
性
を
高
め
る
た
め
に

も
、
そ
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
て
い
っ
て
ほ

し
い
と
稲
積
教
授
は
話
し
ま
す
。
グ
ロ
ー
バ
ル

P
B
L
で
何
か
し
ら
の
き
っ
か
け
を
得
て
ほ
し

い
。
そ
れ
は
土
木
技
術
へ
の
関
心
で
も
、
英
語
の

勉
強
へ
の
意
欲
で
も
、
友
達
作
り
の
第
一
歩
で
も

構
わ
な
い
。「
す
べ
て
の
何
か
し
ら
の
き
っ
か
け

の
ひ
と
つ
に
な
れ
ば
、
と
願
っ
て
い
ま
す
」
と
、

稲
積
教
授
は
頬
を
緩
ま
せ
ま
し
た
。

一
番
学
ん
で
ほ
し
い
の
は
、「
い
か
に
相
手
と

コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
か
」

グ
ロ
ー
バ
ル
Ｐ
Ｂ
Ｌ
が

き
っ
か
け
の
ひ
と
つ
に
な
っ
て
ほ
し
い

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
変
化
の

必
要
性
と
、
そ
の
具
体
案
の
模
索

稲積 真哉教授（土木工学科）が主催した、グローバルＰＢＬ「Roles of civil engineers 
during/after the COVID-19 pandemics（withコロナ・afterコロナの世界における土木技
術者の果たすべき役割）」が、8月 23日から 8月 31日にかけて、オンラインで実施されました。
芝浦工業大学からは土木工学科を中心に 49名、中央大学から 1名、タイのカセサート大学か
ら 29名、アジア工科大学院大学から 15名、スラナリー工科大学から 20名、そしてベトナム
のベトナム国立建設大学から 6名の計 120名の土木系学生が参加しました。当日は国内外の
学生を混ぜた 10のグループを作り、ディスカッションを通じて交流を図りました。

福島：オンラインのため、最初は恥ずかしかったですが、最終的には海外

の学生たちと友達と呼べる仲にまで発展することができて、良かったです。
时：タイやベトナムの土木業の問題点など、深く理解できました。

趙：グループでディスカッションをする際、発言の姿勢などにも国による考

え方の違いを感じ、勉強になりました。

中尾：今回のグローバル PBL 終了後、知り合った後輩の進路相談にのっ

ています。学内の交流もできて嬉しかったです。

池田：コロナの影響もあり、海外の人と交流する機会はあまりありません。

今回実際に話してみて、自分の語学力不足を実感し、改めて勉強しようと

思いました。 

浅野：3 人ほど海外の友達を作ることができました。毎日連絡を取り合い、

時にはオンライン飲み会をしています。コロナが収束した際には来日しても

らい、僕の家に泊まってほしいと思っています。

また、日本では人材不足のため、無人化ドローンなどの積極的導入で生

産効率を上げようとする流れがあります。それを海外の学生に伝えたところ、

「そんなことをしたら失業者が増えてしまう」という意見が多く驚きました。

稲積教授：タイやベトナムなどの国では自分が土木技術者である前に、一

般市民の立場からの考え方を忘れない姿勢があり、大きな気づきになりま

したね。

中尾 晃揮さん 地域環境システム専攻1年 
时 家豪さん 建設工学専攻2年 
趙 熾烽さん 建設工学専攻2年 
浅野 博哉さん 社会基盤学専攻1年
福島 一馬さん 社会基盤学専攻1年 
池田 敦さん 土木工学科4年　です。

芝浦工業大学の学生 6 名が、
率直な感想を語ってくれました。
参加してくれたのは、

タイの学生とのディスカッショングローバル PBL の様子

土木の将来を語る
タイ・ベトナムの学生と

特集 1  ｜ コロナ禍のグローバル教育

学生に聞きました！ 今回のグローバル PBL について

［  特集 1  ］
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月 17 日、東京都主催の「ライフデザインセミナー」
を、芝浦工業大学キャリアサポート課・男女共

同参画推進室が学生向けに開催しました。会場参加者
37 人、オンライン参加者 11 人で、男性参加率 6 割で
した。
　リクルートブライダル総研・落合歩所長を講師として、
職業キャリアだけではなく、結婚や妊娠・出産、子育て
などのライフイベントを踏まえて「自らのライフデザインを
考える機会」を学生たちに提供しました。セミナーでは、
オリジナルの教材を使って、各自が就職する・創業する、
結婚する・しない、共働き・専業主婦または専業主夫、

東京都主催「ライフデザインセミナー」を開催

子供が欲しい・欲しくないなどの選択について、また今
後３年・５年・１０年で実現したいことなど、具体的にラ
イフデザインのシミュレーションを実施。グループディスカッ
ションでは参加者同士でお互いのライフデザインをシェア
することで、多様な選択肢を知る機会となりました。
　特に修士課程進学者の多い理工系大学では、課程
修了時に 23 歳を超え、就職と共にライフイベントが次々
と発生します。今後の人生について長期的視点で考え、
多様な選択肢の中から自分で自律的・主体的にライフイ
ベントを選択して、納得のいく人生を送ることが大切です。

月 14 日放送のフジテレビ「全国ハモネプリーグ
大学日本一決定戦 2021 夏（以下ハモネプ）」に、

アカペラサークル NewTone「オクト（octo）」のメンバー
6 名が出演しました。「ハモネプ」は 2001 年からスター
トし、世に一大アカペラブームを巻き起こした若者たちの
歌の甲子園。今回、動画による予選を勝ち抜き、見事
全国大会出場権を獲得しました。
　オクトの結成は、コロナ禍で活気を失ったサークルを盛
り上げようと、リモートアカペラ（1 人 1 人家で歌を収録
し、編集ソフトを使って全員の音源をつなぎ合わせ、動
画上でアカペラをすること）をメンバーで試みたことがきっ

アカペラサークル NewTone「オクト」が
若者たちの歌の甲子園「ハモネプ」に出演

コロナ禍により課外活動が制限される中、どのような思いで学生たちが
活動しているのか。学生からのコメントも交えて紹介します。 学 生の

活 動

特集 2

かけ。サークル活動の機会が減ってしまい、歌いたい気
持ちが高まっていたころ、ちょうどハモネプ出場の募集を
知り、軽い気持ちで応募したそう。「出演が決定したとき
は、これまでの努力が報われたような気がして嬉しかった
です」代表の佐々木さんは話しました。
　出演決定から収録までの期間は短く、コロナ禍での練
習は苦労が多かったといいます。Zoom を利用し、曲の
アレンジや演出の魅せ方を話し合うなど、リモートによる
練習を最大限活用。中身の濃い練習を心がけ、今まで
やってきた経験をもとに、本番に向けて完成度を高めて
いったそうです。
　「これまで 3 年半、何か漠然と大きな事を成し遂げた
いという気持ちでアカペラを続けてきました」多くの在学
生たちが見守る中、芝浦工業大学の代表として大きな快
挙を成し遂げました。

　オンライン授業が多く、同年代と会話する機
会を欲していたこともあり、参加しました。今まで、
将来の自分を考えた時に親や親戚の介護、お
金、住む場所などを具体的に考えたことがあり
ませんでしたが、それを意識できたのは今回の
収穫です。また、20 ～ 30 代にライフイベント
が集中していることを客観的に理解したことで、
やりたいことを一つひとつこなしていくと時間が
足りないかもしれないと思いました。しっかりと
選択していく必要がありますね。

　学部 3 年生の友人が就職活動でインター
ンシップや説明会など忙しそうにしているのを
見て、早めに動き出したいと思い、今回参加
しました。今回、長期的な視点で自分の将来
を考えてみると、就職・結婚など目前に迫っ
ていると気づきました。交際から結婚までに 1
年～ 1 年半かかるのが一般的という話もあり、
20 代で結婚と考えると、就職だけでなく交際
相手との出会いも早めに考える必要がありそう
です。

生命科学科
（生命医工学コース）
１年

機械機能工学科 
2 年

内藤 優希さん 加藤 大暉さん

9

8

後列左から 楢木麻央さん（情報通信工学科） 小坂凌太さん（建築学科） 
佐々木さん（土木工学科） 佐野響紀さん（電子情報システム学科）　
前列左から 梶山勇輔さん（応用化学科）田中一誠さん（デザイン工学科）

それぞれが考えたライフプランを発表する様子

　たくさんの温かい応援ありがとうござい
ました。放送後の反響が想像以上に大
きく、多くの方々に注目して頂いていたこ
とをメンバー一同嬉しく思っています。満
足のいく結果は出せませんでしたが、僕
たちの姿を見て、勉学や課外活動に今
まで以上に挑戦してみようという気持ち
を持ってくれる方がいれば幸いです。

オクト代表　
佐々木 翔太郎さん

収録当日朝　フジテレビ本社前にて
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五輪のフレームに
都 市を映す。

SIT Academic Column

コロナ禍という前例のない状況下で開催された東京五輪・パラリンピックは、これから
の東京に何をもたらし、東京の姿をどのように世界に伝えたのか。そこで重要な役割を
担ったのが、中継映像を映し出すメディアの存在だ。自らロンドン五輪のレガシー計画
に建築設計士として携わり、その戦略を体感した山嵜一也特任教授の研究は、五輪
競技会場とメディアと都市の関係性をつまびらかにし、スポーツを工学的に捉えている。

９
月
５
日
の
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
閉
会
式
を
も
っ

て
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は

す
べ
て
の
日
程
を
終
え
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
と
い
う
世
界
的
な
未
曾
有
の
状
況
下

に
お
い
て
１
年
間
の
延
期
を
経
て
開
催
さ
れ
た
両

大
会
だ
が
、五
輪
で
は
27
個
の
金
メ
ダ
ル
を
含
む
、

過
去
最
多
と
な
る
58
個
の
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
日

本
選
手
団
の
活
躍
な
ど
、
開
催
期
間
中
は
そ
の

盛
り
上
が
り
を
楽
し
ん
だ
人
も
少
な
く
な
い
だ
ろ

う
。
そ
の
一
方
で
問
題
視
さ
れ
る
開
催
費
用
や
経

済
波
及
効
果
、
新
た
に
整
備
し
た
施
設
の
将
来
的

な
活
用
な
ど
の
〝
精
算
作
業
〟
は
、
こ
れ
か
ら
行

わ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
東
京
五
輪
の
開
催
は
、
私

達
に
何
を
も
た
ら
し
、
何
を
遺
す
こ
と
と
な
っ
た

の
か
。
そ
こ
で
着
目
さ
れ
る
の
が
、「
レ
ガ
シ
ー
」

と
い
う
概
念
で
あ
る
。

レ
ガ
シ
ー
と
は
２
０
０
３
年
に
『
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
憲
章
』
に
盛
り
込
ま
れ
た
も
の
で
あ
り
、
日
本

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
の
英
和
対
訳
を
参
照
す
る

と
「
有
益
な
遺
産
」
と
訳
さ
れ
る
。
大
会
の
開
催

が
開
催
地
に
対
し
て
与
え
る
有
形
・
無
形
を
問
わ

な
い
中
長
期
的
な
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
影
響
を
示
す
考

え
方
で
あ
り
、
国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
で
は

ス
ポ
ー
ツ
、
社
会
、
環
境
、
都
市
、
経
済
の
５
つ

を
、
レ
ガ
シ
ー
の
分
野
と
し
て
設
定
し
て
い
る
。

そ
ん
な
多
様
な
レ
ガ
シ
ー
の
な
か
で
も
、
シ
ス
テ

ム
理
工
学
部
環
境
シ
ス
テ
ム
学
科
の
山
嵜
一
也
特

任
教
授
が
フ
ォ
ー
カ
ス
を
当
て
る
の
が
、
世
界
か

ら
の
観
光
需
要
向
上
を
中
心
と
し
た
「
シ
テ
ィ
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
」
と
い
う
無
形
の
レ
ガ
シ
ー
だ
。

２
０
１
２
年
の
ロ
ン
ド
ン
五
輪
を
対
象
と
し
て
、

同
大
会
に
お
け
る
レ
ガ
シ
ー
計
画
や
、カ
メ
ラ
ワ
ー

ク
、
選
手
、
競
技
会
場
、
周
辺
都
市
景
観
の
関
係

に
お
い
て
実
現
さ
れ
る
「
五
輪
景
観
」
の
研
究
を

進
め
て
い
る
。

２
０
２
１
年
４
月
よ
り
芝
浦
工
業
大
学
で
教
鞭

を
と
る
山
嵜
特
任
教
授
だ
が
、
実
は
実
際
に
ロ
ン

ド
ン
五
輪
の
レ
ガ
シ
ー
計
画
に
建
築
設
計
士
と
し

て
携
わ
っ
た
一
人
で
も
あ
る
。
大
学
院
卒
業
後
、

日
本
で
就
職
し
た
後
に
渡
英
し
、
数
社
で
の
勤
務

を
経
て
、
イ
ギ
リ
ス
・
ロ
ン
ド
ン
の
大
手
設
計
事

務
所
ア
ラ
イ
ズ
・
ア
ン
ド
・
モ
リ
ソ
ン
・
ア
ー
キ

テ
ク
ツ
に
勤
務
。
欧
州
最
大
級
の
ハ
ブ
駅
の
設
計

現
場
監
理
や
、
五
輪
誘
致
の
た
め
の
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
模
型
作
成
や
レ
ガ
シ
ー
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の

策
定
、
そ
し
て
グ
リ
ニ
ッ
ジ
・
パ
ー
ク
馬
術
競
技

会
場
の
設
計
現
場
監
理
に
携
わ
る
。
現
場
で
肌
身

を
通
し
て
感
じ
た
こ
と
が
、
現
在
の
研
究
に
活
か

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。　

五
輪
が
開
催
都
市
に

も
た
ら
す
レ
ガ
シ
ー
と
は

SIT Academic Column 五輪のフレームに都市を映す。

13 12



山嵜一也一級建築士事務所代表。芝浦工業大学大学
院理工学研究科建設工学専攻修了。2001年単身渡英、
500 社以上の就職活動 ( 断りのレター 59 通 ) から始
める。アライズ・アンド・モリソン・アーキテクツで、ロ
ンドン五輪招致マスタープラン模型、レガシーマスター
プラン、グリニッジ・パーク馬術競技会場の現場監理
などに携わる。2013 年日本に帰国し、山嵜一也一級
建築士事務所設立。2021 年芝浦工業大学システム理
工学部特任教授。一級建築士。

た
「
ホ
ー
ス
ガ
ー
ズ
パ
レ
ー
ド
・
ビ
ー
チ
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
競
技
会
場
」
や
、
ビ
ッ
ク
ベ
ン
や
セ
ン
ト

ポ
ー
ル
大
聖
堂
と
い
っ
た
市
内
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク

を
背
景
と
し
た
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス（
図
2
）な
ど
、

〝
見
せ
る
た
め
の
競
技
会
場
〟
を
各
所
に
設
営
。

周
辺
都
市
景
観
を
活
用
す
る
競
技
会
場
の
計
画
に

よ
り
、
中
継
映
像
を
通
し
て
文
化
的
な
街
並
み
や

象
徴
的
な
建
造
物
が
何
度
も
世
界
に
発
信
さ
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
。

山
嵜
特
任
教
授
が
定
義
づ
け
る
「
五
輪
景
観
」

と
は
、
こ
の
よ
う
に
選
手
・
競
技
会
場
・
周
辺
都

市
景
観
を
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
に
よ
っ
て
重
層
的
に
映

し
出
し
、
世
界
の
視
聴
者
に
発
信
す
る
中
継
映
像

の
こ
と
を
意
味
す
る
（
図
３
）。
そ
し
て
ロ
ン
ド

ン
五
輪
で
は
、
招
致
計
画
の
段
階
か
ら
中
継
映
像

を
通
し
て
周
辺
都
市
景
観
の
文
化
的
価
値
を
発
信

す
る
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
が
構
想
さ
れ
て
い

た
。
招
致
案
に
記
載
さ
れ
て
い
る“iconic

（
印

象
的
）”“backdrop

（
背
景
）”“show

case

（
展

示
）”

と
い
う
表
現
か
ら
も
、
早
い
段
階
か
ら
ロ

ン
ド
ン
の
文
化
的
都
市
景
観
を
、
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ

を
通
し
て
世
界
の
視
聴
者
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
手
段

と
し
て
五
輪
の
活
用
を
見
据
え
て
い
た
招
致
委
員

会
の
考
え
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

で
は
五
輪
を
通
し
た
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

と
は
、
ど
の
よ
う
に
実
現
さ
れ
る
の
か
。
そ
こ
で

活
用
さ
れ
る
の
が
、
メ
デ
ィ
ア
を
通
し
て
全
世
界

に
放
映
さ
れ
る
中
継
映
像
で
あ
り
、
ロ
ン
ド
ン
五

輪
で
は
競
技
会
場
の
背
景
と
し
て
計
画
的
に
周
辺

都
市
景
観
を
取
り
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
都
市
の

文
化
的
資
産
を
世
界
に
発
信
す
る
こ
と
に
成
功
し

た
。
山
嵜
特
任
教
授
は
こ
の
ロ
ン
ド
ン
五
輪
の
公

式
映
像
を
資
料
と
し
て
、
市
内
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
や

周
辺
都
市
景
観
が
映
り
こ
ん
だ
映
像
を
抽
出
し
、

そ
の
撮
影
方
法
や
、
景
観
を
取
り
込
む
た
め
の
競

技
会
場
の
設
計
に
つ
い
て
分
析
・
調
査
を
行
っ
て

い
る
。

事
例
の
一
つ
と
し
て
、
山
嵜
特
任
教
授
が
現
場

監
理
に
携
わ
っ
た
「
グ
リ
ニ
ッ
ジ
・
パ
ー
ク
馬
術

競
技
会
場
」
を
見
て
い
き
た
い
。
同
会
場
が
設
け

ら
れ
た
の
は
世
界
標
準
時
を
定
め
る
グ
リ
ニ
ッ
ジ

天
文
台
が
あ
り
、
公
園
全
体
が
世
界
遺
産
に
登

録
さ
れ
て
い
る
王
立
グ
リ
ニ
ッ
ジ
・
パ
ー
ク
で
あ

る
。
ロ
ン
ド
ン
市
内
の
パ
ノ
ラ
マ
が
一
望
で
き
る

公
園
の
芝
生
に
仮
設
の
馬
場
ア
リ
ー
ナ
を
建
設
し

た
。
馬
場
を
囲
む
観
客
ス
タ
ン
ド
は
、
隣
接
す
る

イ
ギ
リ
ス
指
定
建
造
物
の
ク
イ
ー
ン
ズ
・
ハ
ウ
ス

ロ
ン
ド
ン
と
立
場
は
違
え
ど
も
、
観
光
立
国
を

掲
げ
る
日
本
に
と
っ
て
、
東
京
五
輪
は
大
会
後
の

レ
ガ
シ
ー
と
し
て
の
訪
日
観
光
客
を
見
込
め
る
大

き
な
機
会
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
し
か

し
な
が
ら
「
五
輪
景
観
」
と
い
う
視
点
で
振
り
返

る
と
、
疑
問
が
残
る
。
た
と
え
ば
湾
岸
地
域
に
設

置
し
た
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
競
技
会
場
か
ら
は
タ

ワ
ー
マ
ン
シ
ョ
ン
や
新
築
の
豊
洲
市
場
を
背
景
と

し
て
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
に
映
し
出
し
て
い
た
が
、
そ

れ
ら
の
建
築
物
が
世
界
に
誇
る
べ
き
東
京
の
魅
力

や
世
界
が
東
京
に
期
待
す
る
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
し

て
映
し
出
し
て
い
た
か
。
期
せ
ず
し
て
無
観
客
開

催
と
な
り
、映
像
を
中
心
と
し
た〝
テ
レ
ビ
五
輪
〟

と
な
っ
た
こ
と
も
、
そ
の
課
題
を
浮
き
彫
り
に
し

て
し
ま
っ
た
き
ら
い
が
あ
る
。「
何
を
目
的
と
し
、

そ
の
た
め
に
競
技
会
場
を
ど
こ
に
ど
の
よ
う
に
置

く
の
か
と
い
っ
た
戦
略
性
。
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て

何
を
見
せ
る
の
か
、
ひ
い
て
は
そ
の
先
に
あ
る
五

輪
を
開
催
す
る
意
義
と
は
何
か
を
考
え
る
中
で
、

東
京
五
輪
は
少
し
も
っ
た
い
な
い
点
が
あ
っ
た
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
」
と
山
嵜
特
任
教
授
は
言
う
。

メ
デ
ィ
ア
を
通
し
て
映
し
出
さ
れ
る
選
手
の
競

技
風
景
、
競
技
会
場
、
そ
し
て
周
辺
都
市
景
観
に

ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
た
山
嵜
特
任
教
授
の
独
自
の
研

究
、
そ
こ
で
提
示
さ
れ
た
「
五
輪
景
観
」
の
考
え

方
は
、
建
築
物
だ
け
で
な
く
、
周
辺
環
境
と
の
関

係
性
、
視
聴
者
へ
の
発
信
、
メ
デ
ィ
ア
の
活
用
、

持
続
的
な
都
市
の
成
長
な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン

ト
を
工
学
的
に
捉
え
、
幅
広
い
視
点
を
内
包
し
た

横
断
的
な
考
え
方
の
重
要
性
を
示
し
て
い
る
。
ロ

ン
ド
ン
が
持
ち
得
て
、
東
京
が
持
ち
得
な
か
っ
た

も
の
と
は
何
な
の
か
。
山
嵜
特
任
教
授
の
研
究
の

先
に
、
私
達
は
あ
る
べ
き
レ
ガ
シ
ー
の
つ
く
り

方
、
そ
の
た
め
の
ビ
ジ
ョ
ン
の
描
き
方
を
知
る
こ

と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

や
市
街
に
開
く
形
状
で
設
置
し
て
い
る
。
他
に
も

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
コ
ー
ス
中
継
カ
メ
ラ
は
障
害

物
と
、
そ
の
背
景
に
あ
る
周
辺
都
市
景
観
を
捉
え

る
カ
メ
ラ
フ
レ
ー
ム
を
想
定
し
て
設
置
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
結
果
と
し
て
競
技
中
継
で
は
、
障
害
を

飛
び
越
え
る
馬
の
向
こ
う
側
に
荘
厳
な
ク
イ
ー
ン

ズ
・
ハ
ウ
ス
や
、
テ
ム
ズ
川
対
岸
カ
ナ
リ
ー
ワ
ー

フ
高
層
ビ
ル
群
な
ど
ロ
ン
ド
ン
の
街
並
み
が
映
し

出
さ
れ
た
の
で
あ
る
（
図
１
）。

こ
の
ほ
か
に
も
ロ
ン
ド
ン
五
輪
で
は
、
歴
史
的

建
造
物
の
一
つ
で
あ
る
ホ
ー
ス
ガ
ー
ズ
や
ロ
ン
ド

ン
ア
イ
大
観
覧
車
を
背
景
と
し
て
効
果
的
に
取
り

込
む
た
め
に
一
部
観
客
ス
タ
ン
ド
を
低
く
設
計
し

山嵜 一也 特任教授
システム理工学部 
環境システム学科

profile

五
輪
景
観
の
視
点
か
ら
考
え
る

東
京
五
輪
の
レ
ガ
シ
ー

競
技
中
継
の
映
像
を
通
し
て

世
界
に
都
市
を
Ｐ
Ｒ
す
る

図 1   公式記録画像から「五輪景観」構成要素を抽出。 
グリニッジ・パーク馬術競技会場 クロスカントリーコース

図 2  マラソン競技会場における五輪景観の視点場とその映像一覧図 3  重層的景観である「五輪景観」

SIT Academic Column 五輪のフレームに都市を映す。

（撮影：Sun Gil Yoo）
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卒業生の「今」

専門分野の枠を越えて挑戦する価値

田村 里美さん

周囲が建設関係や公務員といった進路を選ぶ中、土木工学を専攻しながらサッポロビール株式会社の機械・電気系のエン
ジニアとなった田村里美さん。「経験の幅や自分の視野をもっともっと広げていくために」。同社初の女性エンジニアでもあっ
た田村さんの道程は、技術者が持ち得る可能性の大きさを改めて私達に伝えてくれる。

創立以来 10 万人を超える芝浦工業大学の卒業生。
現在、日本はもとより世界各地で活躍しています。
エンジニアはもちろん、さまざまな方面で活躍する卒業生を紹介します。

サッポロビール株式会社
人事部

● 
学
ん
で
き
た
専
門
分
野
だ
け
で 

未
来
を
縛
り
た
く
な
い

　
土
木
工
学
の
専
門
知
識
を
大
学
で
学
び
、

将
来
は
ゼ
ネ
コ
ン
や
公
務
員
の
道
へ
。
学
部

や
専
攻
で
得
ら
れ
る
知
識
の
専
門
性
が
高
い

工
学
系
分
野
だ
か
ら
こ
そ
、
卒
業
後
は
そ
の

知
識
を
最
大
限
に
活
か
せ
る
舞
台
を
目
指
す

こ
と
が
多
い
が
、
修
士
課
程
修
了
間
近
の
田

村
さ
ん
が
見
据
え
て
い
た
の
は
少
し
異
な
る

未
来
だ
っ
た
。「
大
学
６
年
間
で
学
ん
だ
こ

と
だ
け
を
専
門
に
し
た
く
な
い
。
学
ん
で
き

た
土
木
工
学
を
軸
と
し
な
が
ら
、
も
っ
と
自

分
の
で
き
る
範
囲
を
広
げ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
て
。
ち
ょ
っ
と
変
わ
っ
た
人
に
見

ら
れ
て
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
」。
そ
う

し
て
田
村
さ
ん
が
選
ん
だ
の
は
、
サ
ッ
ポ
ロ

ビ
ー
ル
株
式
会
社
の
機
械
・
電
気
系
の
技
術

系
総
合
職
と
い
う
道
。
機
械
や
電
気
系
の
分

野
を
専
門
と
す
る
人
達
に
囲
ま
れ
、
こ
れ
ま

で
と
異
な
る
分
野
を
学
ぶ
こ
と
か
ら
、
社
会

人
生
活
は
は
じ
ま
っ
た
と
い
う
。

　
そ
も
そ
も
土
木
工
学
科
へ
進
学
し
た
背
景

に
は
、
自
分
が
い
な
く
な
っ
た
後
も
残
る
よ

う
な
大
き
な
仕
事
を
手
掛
け
た
い
、
と
い
う

夢
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
大
学
で
学
ぶ
う
ち

に
環
境
分
野
に
惹
か
れ
、
菅
和
利
教
授
の
水

圏
環
境
研
究
室
へ
と
入
室
。
直
線
河
川
に
斜

め
堰
を
設
置
し
た
際
の
流
れ
構
造
や
生
態

系
に
与
え
る
影
響
な
ど
、
河
川
環
境
の
研

究
に
打
ち
込
ん
で
い
く
。「
も
っ
と
勉
強
し

て
視
野
を
広
げ
ら
れ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
が

将
来
の
可
能
性
を
広
げ
る
こ
と
に
も
つ
な

が
る
は
ず
」
と
、
大
学
院
へ
と
進
学
。
そ

し
て
２
年
後
に
田
村
さ
ん
は
大
学
を
卒
業

し
、
現
在
の
会
社
と
出
会
う
こ
と
と
な
る
。

●  

新
し
い
知
識
を
得
る
こ
と 

成
長
す
る
こ
と
の
楽
し
さ

　
サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
株
式
会
社
の
機
械
・
電

気
系
の
技
術
系
総
合
職
。
そ
の
主
な
業
務
は

工
場
に
お
け
る
新
規
設
備
導
入
や
新
シ
ス
テ

ム
の
構
築
、
効
率
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
、

生
産
管
理
、
建
物
補
修
管
理
な
ど
、
非
常
に

多
岐
に
わ
た
る
。「
土
木
、
建
築
、
機
械
、

電
気
な
ど
、
幅
広
い
知
識
が
な
け
れ
ば
仕
事

に
な
ら
な
い
。
け
れ
ど
も
何
も
な
い
更
地
に

工
場
を
建
て
て
、
ビ
ー
ル
づ
く
り
が
で
き
る

よ
う
に
な
る
ま
で
の
全
工
程
に
携
わ
る
こ
と

が
で
き
る
。
面
接
で
話
を
聞
い
た
時
、
私
が

や
り
た
い
の
は
ま
さ
に
こ
う
い
う
仕
事
だ
、

と
思
い
ま
し
た
ね
」
と
田
村
さ
ん
は
語
る
。

　
入
社
後
、約
１
年
半
の
本
社
勤
務
を
経
て
、

晴
れ
て
待
ち
望
ん
で
い
た
工
場
へ
。
さ
ま
ざ

ま
な
分
野
の
新
し
い
知
識
や
情
報
を
吸
収
し

な
が
ら
成
長
し
て
い
け
る
環
境
、
そ
し
て
何

よ
り
毎
日
ビ
ー
ル
づ
く
り
に
関
わ
れ
る
こ
と

が
楽
し
く
、
居
酒
屋
な
ど
で
自
社
製
品
を
楽

し
ん
で
い
る
人
達
の
笑
顔
を
見
る
こ
と
が
大

き
な
喜
び
と
な
っ
て
い
く
。

　

そ
の
一
方
で
、
実
は
会
社
に
と
っ
て
田

村
さ
ん
は
少
し
特
別
な
存
在
で
も
あ
っ

た
。
そ
れ
が
“
は
じ
め
て
の
女
性
エ
ン
ジ

ニ
ア
”
と
い
う
こ
と
。
当
初
は
ど
う
す
れ

ば
周
囲
に
女
性
と
い
う
意
識
を
持
た
れ
ず

に
、
い
ち
技
術
者
と
し
て
認
め
て
も
ら

え
る
か
悩
ん
だ
時
期
も
あ
っ
た
と
い
う
。

●  

一
人
の
技
術
者
と
し
て 

信
頼
さ
れ
る
た
め
に

　
当
時
、田
村
さ
ん
が
意
識
し
て
い
た
の
が
、

他
の
人
が
嫌
が
る
仕
事
で
も
率
先
し
て
や
っ

て
い
く
こ
と
だ
。「
こ
れ
は
男
性
が
や
る
べ

き
仕
事
だ
か
ら
」
と
業
務
の
線
引
き
を
さ
れ

た
く
な
い
。
た
と
え
ば
工
場
の
廃
水
設
備
工

事
な
ど
、
敬
遠
さ
れ
が
ち
な
仕
事
に
も
積
極

的
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
技
術
者
と
し
て
の

信
頼
を
獲
得
し
て
い
っ
た
。

「
周
囲
が
女
性
技
術
職
社
員
に
慣
れ
て
い
な

か
っ
た
昔
の
話
で
す
け
ど
ね
。
そ
う
い
っ
た

中
で
、
数
千
万
円
、
数
億
円
と
、
段
々
と
大

き
な
仕
事
を
任
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
時
の

達
成
感
は
大
き
か
っ
た
で
す
」

　
そ
ん
な
田
村
さ
ん
に
、
自
身
の
強
み
を
聞

く
と
、
す
ぐ
さ
ま
返
っ
て
き
た
の
が
「
欲

張
り
」
と
い
う
答
え
だ
。
社
内
で
全
国
的

な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始
動
す
れ
ば
す
ぐ
に

手
を
挙
げ
て
参
加
し
、
新
し
い
知
識
や
経

験
を
積
み
重
ね
て
い
く
。
女
性
活
躍
推
進

や
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
＆
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ

ン
の
実
現
な
ど
、
全
社
的
な
組
織
強
化
の

た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
に
も
参

加
し
た
。“
会
社
で
は
じ
め
て
の
女
性
エ

ン
ジ
ニ
ア
”
と
い
う
枠
は
も
と
よ
り
、
工

場
と
い
う
フ
ィ
ー
ル
ド
に
も
限
定
さ
れ

ず
、
積
極
的
に
外
側
へ
と
世
界
を
切
り
拓

い
て
い
く
田
村
さ
ん
の
姿
勢
。
そ
の
深
部

に
あ
る
の
は
、
学
ん
で
い
た
土
木
工
学
か

ら
領
域
を
さ
ら
に
広
げ
て
い
こ
う
と
就
職

先
を
選
ん
だ
時
か
ら
変
わ
ら
な
い
、
自
身

の
可
能
性
へ
の
追
求
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

●  

技
術
者
の
枠
を
越
え
て 

自
分
に
で
き
る
こ
と
と
は

　
２
度
の
産
休
と
い
っ
た
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト

を
挟
み
な
が
ら
、
田
村
さ
ん
は
約
8
年
半
に

わ
た
っ
て
工
場
に
勤
務
し
、
そ
の
後
、
本
社

の
生
産
技
術
本
部
に
異
動
。
現
在
は
さ
ら
に

人
事
部
へ
と
所
属
を
変
え
、
技
術
職
社
員
の

採
用
、
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
＆
イ
ン
ク
ル
ー

ジ
ョ
ン
推
進
、
次
世
代
育
成
、
海
外
駐
在
員

サ
ポ
ー
ト
な
ど
を
手
掛
け
て
い
る
。
工
場
で

の
仕
事
と
は
大
き
く
異
な
る
が
、
こ
の
異
動

は
本
人
の
希
望
に
よ
る
も
の
で
、
そ
こ
に
は

ま
た
新
た
な
ビ
ジ
ョ
ン
が
あ
る
の
だ
と
い

う
。
そ
れ
が
工
場
に
お
け
る
教
育
体
制
の
拡

充
や
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
支
援
な
ど
、
現
場
社

員
が
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
高
く
働
け
る
環
境
を

つ
く
る
と
い
う
目
標
だ
。

「
生
産
現
場
で
働
く
社
員
の
た
め
に
い
ち
技

術
者
と
し
て
で
き
る
こ
と
は
、
実
は
す
ご
く

少
な
い
。
よ
り
良
い
職
場
を
つ
く
っ
て
い
く

た
め
、
現
場
の
声
を
経
営
側
に
伝
え
る
こ
と

は
、
工
場
で
長
く
働
い
て
き
た
私
が
取
り
組

む
べ
き
ミ
ッ
シ
ョ
ン
だ
と
考
え
て
い
ま
す
」。

　
生
産
現
場
の
技
術
者
か
ら
、
今
度
は
生
産

現
場
の
社
員
達
を
支
え
る
存
在
と
な
る
た
め

に
。
田
村
さ
ん
の
「
欲
張
り
」
な
姿
勢
は
、

ま
た
ひ
と
つ
新
た
な
可
能
性
を
切
り
拓
く

き
っ
か
け
と
な
っ
て
い
る
。

SATOMI Tamura

2007 年３月 建設工学専攻修了

工場の生産現場でエンジニアとして勤務する様子（左側田村さん）

人事部でミーティングの様子（左端田村さん）
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芝浦工業大学や附属校・併設校のさまざまな取り組みを紹介します。 SIT NEWS

芝
浦
工
業
大
学

9
月
22
日
、
秋
の
学
位
記
授
与
式
が

豊
洲
キ
ャ
ン
パ
ス
で
挙
行
さ
れ
、
関
係

者
へ
ラ
イ
ブ
配
信
さ
れ
ま
し
た
。
感
染

症
予
防
対
策
と
し
て
、
卒
業
生
本
人
の

み
の
参
加
で
し
た
が
、
ラ
イ
ブ
配
信
に

家
族
も
気
軽
に
参
加
で
き
、
博
士
課
程

修
了
11
人
、
修
士
課
程
24
人
、
学
部
25

人
の
門
出
を
祝
い
ま
し
た
。

学
位
記
の
授
与
や
、
外
国
人
留
学
生

で
成
績
優
秀
、
も
し
く
は
外
国
人
留
学

生
の
支
援
に
つ
い
て
特
に
功
績
の
あ
っ

芝
浦
工
業
大
学
在
学
生
・
教
職
員
、

近
隣
の
教
育
機
関
教
職
員
を
対
象
と
し

た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の

職
域
接
種
を
、
一
回
目
7
月
5
日
か
ら

9
日
、
二
回
目
を
8
月
2
日
か
ら
6
日

の
各
一
週
間
ず
つ
、
豊
洲
・
大
宮
の
両

キ
ャ
ン
パ
ス
で
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の

結
果
、
全
学
生
の
お
よ
そ
74
％
に
あ
た

る
6,
8
6
8
人
へ
の
接
種
が
完
了
し

ま
し
た
。
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
報
道

機
関
に
よ
る
職
域
接
種
の
一
報
を
受
け

た
学
生
を
顕
彰
す
る「
学
長
賞（
グ
ロ
ー

バ
ル
）」
の
表
彰
も
併
せ
て
行
わ
れ
ま

し
た
。
山
田
純
学
長
は
、「
人
間
万
事

塞
翁
が
馬
」
と
い
う
こ
と
わ
ざ
を
引
用

し
、「
人
生
に
お
け
る
幸
不
幸
は
予
測

し
が
た
い
も
の
で
あ
り
、
卒
業
後
の
人

生
も
浮
き
沈
み
に
、
過
度
に
悲
し
み
、

喜
ば
ず
に
前
を
向
い
て
進
ん
で
い
っ
て

ほ
し
い
」
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
贈
り
ま
し

た
。
ま
た
、
鈴
見
健
夫
理
事
長
か
ら
は

式
辞
に
お
い
て
、「
常
に
謙
虚
な
心
と

感
謝
の
気
持
ち
を
持
ち
、『
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
』
と
言
え
る
人
で
あ
っ

て
ほ
し
い
」
と
言
葉
を
贈
り
ま
し
た
。

て
、
人
員
の
手
配
や
運
用
マ
ニ
ュ
ア
ル

作
成
に
早
急
に
着
手
し
た
こ
と
が
奏
功

し
、
全
国
的
に
も
早
い
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

で
接
種
が
実
現
で
き
ま
し
た
。
接
種
会

場
で
は
、混
雑
を
避
け
る
た
め
に
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
か
ら
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
会
場

の
様
子
を
配
信
し
、
密
を
避
け
る
工
夫

も
行
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
校
友
会
か

ら
は
、
2
回
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
終
え

た
学
生
向
け
に
生
協
で
利
用
で
き
る
食

事
券
の
支
援
も
あ
り
ま
し
た
。
無
事
に

完
了
で
き
た
こ
と
で
、
よ
り
万
全
の
対

策
で
後
期
授
業
を
開
始
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

2
0
2
1
年
度
芝
浦
工
業
大
学

学
位
記
授
与
式
を
開
催

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の

職
域
接
種
を
完
了

豊洲会場の様子

動画による混雑状況の配信システム

2
0
2
1
年
度
「
学
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
5
団
体
の
活
動
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
！

千葉の南房総を拠点として二地域居住の推進
に取り組んでいます。昨年はフォトコンテストを
開催するなどコロナ禍でも精力的に活動してい
ます。

東日本大震災から 10 年の節目を迎えた福島
県いわき市勿来 (なこそ) 地区の振興を目指し
ています。最終的には地域住民自らが交流の
輪を広げられる形を目指します。

オンライン防災遠足の実施や防災観光ふろし
きの作成・活用、地域のイベントへの参加な
どを通じて地域の繋がりによる防災力向上を
目指しています。

荒川区尾久の住宅街に在る木造３階建ての住
宅をアーティスト滞在型ギャラリー兼アトリエへ
と変え展覧会を通じ、ひらかれた場所を興す
プロジェクトです。

　既存のクラブ・サークル、研究室
以外のメンバーで学生が新しいチー
ムを組み、それぞれ企画・実行して
いく活動に対し、大学が資金援助を
する学生プロジェクトは今年で 19 年
目です。学生の提案で始まった小さ
なプロジェクトが、活動を重ねて地域
や行政などの協力を受け、社会を動
かす大きな活動になったものもあるな
ど、社会からの評価も得ています。

 学生プロジェクトとは

富浦プロジェクト

社会貢献部門

笑顔のまち なこそ復興プロジェクト

すみだの ’巣’ づくりプロジェクト

溶荘 まちなかギャラリープロジェクト

身の回りのＳＤＧｓを発信し、「自分事化」して
もらうよう目指します。また、学生間・地域住
民の交流を促しキャンパス含め持続可能な地
域を目指します。

大学チェンジ部門

SDGs 学生委員会 - 綾いと -
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芝浦工業大学や附属校・併設校のさまざまな取り組みを紹介します。 SIT NEWS

2
0
2
1
年
度
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催

芝
浦
工
業
大
学
の
魅
力
に
つ
い
て
若
者
研
究
の
原
田
曜
平
氏
と
　
　

学
生
が
考
え
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施

オ
ン
ラ
イ
ン
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

「SIT D
ISC
O
VERY W

EEKS 2021

」

が
8
月
25
日
か
ら
9
月
18
日
に
か
け
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
人
気
コ
ン
テ
ン
ツ

で
あ
る
ラ
イ
ブ
配
信
型
の
各
学
科
模
擬

授
業
へ
は
約
1,
7
0
0
人
が
参
加
。

参
加
者
か
ら
は
「
実
際
の
実
験
の
様
子

な
ど
が
見
ら
れ
て
、
ど
の
よ
う
な
研
究

を
し
て
い
る
の
か
分
か
り
や
す
か
っ

た
」
な
ど
、
研
究
の
様
子
や
大
学
生
活

が
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
内
容
で
高
評
価
で

広
報
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
原
田
曜
平
氏

（
若
者
研
究
）
の
指
導
の
も
と
、「
芝
浦

工
業
大
学
の
魅
力
」
と
「
S
N
S
に

お
け
る
発
信
方
法
」
に
つ
い
て
、
学
生

た
ち
に
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
し
て
も
ら

う
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
2
0
2
1
年

8
月
2
日
、
5
日
の
2
日
間
実
施
し
ま

し
た
。

芝
浦
工
業
大
学
の
在
学
生
６
人
と
次

世
代
生
活
研
究
所
所
属
の
他
大
学
学
生

10
人
が
話
し
合
う
こ
と
で
、
学
内
か
ら

見
た
魅
力
と
学
外
か
ら
見
た
魅
力
の
違

い
を
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

在
学
生
か
ら
は
「
就
職
に
強
い
大
学
」

と
い
う
意
見
が
多
く
出
ま
し
た
が
、
豊

富
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
設
に
よ
る
「
海
外

留
学
へ
の
行
き
や
す
さ
」
や
、
部
活
・

サ
ー
ク
ル
加
入
率
が
67
％
（
2
0
1
9

年
度
実
績
）
と
高
い
こ
と
か
ら
「
タ
テ

ヨ
コ
の
繋
が
り
」
な
ど
、
学
外
か
ら
見

た
魅
力
が
再
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
出
た
意
見
を
も
と

に
、
若
者
か
ら
見
た
大
学
の
魅
力
や
、

し
た
。
各
学
科
で
は
、
こ
れ
ま
で
行
っ

て
き
た
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
生
か
し
、
事
前
収
録
動
画
を
活
用
し

た
り
、配
信
中
に
実
験
を
実
施
し
た
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
学
び
の
魅
力
を
最
大
限
に

生
か
す
工
夫
が
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
初
開
催
のTw

itter 

や

 

Instagram

を
利
用
し
た
、
学
生
に
よ

る
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
の
ラ
イ
ブ
配
信

や
、
Z
o
o
m
を
活
用
し
た
個
別
相

談
な
ど
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
あ
り
な
が

ら
双
方
向
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
重
視

し
た
コ
ン
テ
ン
ツ
も

充
実
。
じ
っ
く
り
理

解
し
て
も
ら
い
た
い

大
学
概
要
、
学
科
紹

介
、
入
試
情
報
な
ど

は
、
い
つ
で
も
繰
り

返
し
確
認
で
き
る
オ

ン
デ
マ
ン
ド
配
信
に

よ
っ
て
充
実
し
た
内

容
と
な
り
ま
し
た
。

若
者
が
求
め
る
S
N
S
発
信
方
法
を

芝
浦
工
業
大
学
の
広
報
戦
略
に
生
か
し

ま
す
。

芝
浦
工
業
大
学

優
れ
た
業
績
を
表
彰
す
る
理
事
長
賞
を
教
員
2
人
に
授
与

工
学
部
先
進
国
際
課
程
　

ミ
リ
ア
ラ 

ム
ラ
リ
ダ
教
授

デ
ザ
イ
ン
工
学
部
デ
ザ
イ
ン
工
学
科

橋
田 

規
子
教
授

2
0
2
1
年
1
月
9
日
、
イ
ン
ド
外

務
省
よ
り
与
え
ら
れ
る
最
高
の
民
間
人

賞
の
一
つ
で
あ
るPravasi Bharatiya 

Sam
m
an Aw

ard 2021

を
受
賞
し
た

こ
と
を
受
け
、
芝
浦
工
業
大
学
の
研
究

力
強
化
、
ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
に
大
き
く

寄
与
し
た
と
し
て
、
理
事
長
賞
が
授
与

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
賞
は
、
イ
ン
ド
国

内
外
に
お
け
る
優
れ
た

功
績
を
た
た
え
、
イ
ン

ド
大
統
領
が
直
接
授
与

す
る
最
高
の
栄
誉
と
な

り
ま
す
。
ミ
リ
ア
ラ
教

授
は
、
国
際
的
な
研
究

活
動
・
業
績
が
高
く
評

価
さ
れ
、
科
学
技
術
の

分
野
に
お
い
て
、
受
賞

と
な
り
ま
し
た
。
本
学

に
お
い
て
も
グ
ロ
ー
バ

ル
P
B
L
の
実
施
な

ど
留
学
生
の
積
極
的
な

受
け
入
れ
や
、
先
進
国

際
課
程
へ
の
貢
献
度
も

高
く
、
今
後
も
継
続
し

て
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
促

進
さ
れ
る
こ
と
を
期
待

し
理
事
長
賞
へ
と
推
薦

さ
れ
ま
し
た
。

ら
、
芝
浦
工
業
大
学
の
ブ
ラ
ン
ド
力
向

上
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
理
事
長
賞
が

授
与
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
世
界
３
大

デ
ザ
イ
ン
賞
と
呼
ば
れ
る
、Red D

ot 

D
esign Aw

ard

を
2
0
1
6
年
に
、

iF D
esign Aw

ard
を

2
0
2
1
年
に
受
賞

し
、
国
内
に
お
い
て
も

グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
を

5
回
受
賞
し
た
こ
と
は

デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
の

実
力
を
裏
付
け
る
証
で

す
。
ま
た
、
指
導
し
た

学
生
が
デ
ザ
イ
ン
し
た

製
品
も
数
多
く
販
売
さ

れ
て
お
り
、
教
育
者

と
し
て
も
優
れ
た
実
績

を
残
し
て
い
ま
す
。
教

育
者
と
し
て
、
デ
ザ
イ

ナ
ー
と
し
て
芝
浦
工
業

大
学
の
ブ
ラ
ン
ド
力
向

上
に
引
き
続
き
貢
献
さ

れ
る
こ
と
を
期
待
し
て

推
薦
さ
れ
ま
し
た
。

2
0
0
9
年
の
入
職
以
降
、
プ
ロ

ダ
ク
ト
デ
ザ
イ
ン
分
野
に
お
け
る
さ
ま

ざ
ま
な
デ
ザ
イ
ン
賞
の
受
賞
経
験
か

学生たちとデザインした作品を囲んだ橋田教授（左から 2 人目、2020 年撮影）

鈴見理事長と賞状を囲むミリアラ教授（右）

芝浦工業大学
ブランディング
ワークショップ

動画紹介

応用化学科模擬授業で実験を配信する様子
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芝
浦
工
大
柏
中
学
高
等
学
校

芝
浦
工
大
附
属
中
学
高
等
学
校

 

第
１
回
い
鉄
甲
子
園
で
、
鉄
道
研
究

サ
ー
ク
ル
（
顧
問 

古
宇
田
大
介
教
諭
）

が
「
地
域
お
こ
し
隊
協
力
賞
」
を
受
賞

し
ま
し
た
。「
い
鉄
甲
子
園
」
と
は
、
千

葉
県
内
及
び
隣
接
す
る
都
県
の
高
校
生

を
対
象
に
、
い
す
み
鉄
道
を
活
性
化
す

る
ア
イ
デ
ア
を
募
集
し
、
発
表
す
る
と

い
う
も
の
で
す
。

今
回
応
募
し
た
企
画
の
テ
ー
マ
は
「
い

す
み
の
風
と
人
の
温
か
さ
を
感
じ
る
サ

イ
ク
リ
ン
グ
」。
参
加
し
た
５
名
に
込
め

ら
れ
た
思
い
を
聞
き
ま
し
た
。

実
地
調
査
で
は
自
ら
自
転
車
を
走
ら

せ
た
森
さ
ん
、「
自
転
車
を
電
車
の
車
両

に
乗
せ
る
、と
い
う
こ
と
が
一
番
の
目
的
。

自
転
車
に
慣
れ
て
い
る
人
も
慣
れ
て
い

な
い
人
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
や
体
力

に
合
わ
せ
て
、
自
転
車
を
う
ま
く
活
用

し
、
気
軽
に
観
光
で
き
る
プ
ラ
ン
を
考

え
ま
し
た
」
と
話
し
ま
し
た
。
さ
ら
な

る
工
夫
と
し
て
、
人
と
自
転
車
セ
ッ
ト

の
周
遊
券
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
や
フ
ォ
ト

ラ
リ
ー
の
開
催
な
ど
も
提
案
し
た
そ
う
。

今
回
苦
労
し
た
点
に
つ
い
て
、
岡
田

 

7
月
、
中
学
1
年
生
を
対
象
に
「
工

学
わ
く
わ
く
講
座
」、
中
学
2
年
生
を

対
象
に
「
ロ
ボ
ッ
ト
入
門
講
座
」、
中
学

3
年
生
を
対
象
に
「
も
の
づ
く
り
講
座
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
中
1
、
中
2
、

中
3
そ
れ
ぞ
れ
を
芝
浦
工
業
大
学
の
教

授
が
監
修
、
指
導
し
ま
し
た
。

中
学
1
年
生
で
は
乾
燥
パ
ス
タ
を
グ

ル
ー
ガ
ン
で
つ
な
ぎ
合
わ
せ
て
橋
の
形
に

し
、
そ
の
強
度
を
比
較
す
る
「
パ
ス
タ
ブ

リ
ッ
ジ
」
を
制
作
。
も
の
づ
く
り
の
楽
し

さ
を
改
め
て
感
じ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

中
学
2
年
生
は
「
ビ
ー
ト
ル
」
と
い
う

虫
の
よ
う
に
歩
く
ロ
ボ
ッ
ト
を
作
り
、
完

成
し
た
ビ
ー
ト
ル
で
競
走
を
し
ま
し
た
。

構
造
が
複
雑
な
箇
所
も
あ
り
、
戸
惑
う

生
徒
も
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
が
、
先
に
完

成
し
た
生
徒
が
手
助
け
す
る
な
ど
、
協

力
し
て
楽
し
む
様
子
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

中
学
3
年
生
は
芝
浦
工
業
大
学
デ
ザ

イ
ン
工
学
部
の
教
授
の
監
修
、
指
導
の
も

と
、
興
味
関
心
の
あ
る
分
野
別
に
5
つ
の

コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
講
座
を
受
講
。
各
々

さ
ん
は
、「
伝
え
た
い
こ
と
が
あ
り
す
ぎ

た
。
制
限
時
間
内
で
い
か
に
簡
潔
に
大

切
な
こ
と
を
伝
え
る
か
が
大
変
で
し
た
」

と
振
り
返
り
ま
し
た
。

ま
た
、
部
長
の
川
崎
さ
ん
は
「
今
回

の
参
加
を
通
し
て
、
鉄
道
沿
線
の
素
晴

ら
し
い
観
光
資
源
を
発
見
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
実
地
調
査
で
は
、

現
地
の
人
々
の
や
さ
し
さ
や
温
か
さ
を

肌
で
感
じ
ま
し
た
。
ぜ
ひ
、
S
N
S
で

も
そ
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
き
た
い
で

す
」
と
熱
く
思
い
を
語
り
ま
し
た
。

ア
プ
リ
設
計
や
も
の
づ
く
り
を
お
こ
な

い
、
デ
ザ
イ
ン
工
学
の
基
本
に
つ
い
て
学

び
ま
し
た
。

こ
の
講
座
の
企
画
を
担
当
し
た
犬
塚

弘
人
教
務
部
長
は
、「
中
学
生
の
早
い
う

ち
か
ら
工
学
の
楽
し
さ
に
触
れ
て
ほ
し

い
と
い
う
思
い
が
あ
る
。
普
段
学
ん
で
い

る
理
科
の
授
業
か
ら
、
一
歩
先
の
視
野
を

持
っ
て
く
れ
た
ら
嬉
し
い
」
と
所
感
を
話

し
ま
し
た
。

２
日
間
の
研
修
を
終
え
、
得
る
も
の

は
大
き
か
っ
た
よ
う
。
相
村
賢
澄
さ
ん

は
、「
海
外
に
行
っ
て
み
た
い
と
い
う

気
持
ち
が
よ
り
強
く
な
り
ま
し
た
。
異

な
る
文
化
を
持
つ
様
々
な
国
の
人
と
話

す
こ
と
が
で
き
た
ら
楽
し
い
だ
ろ
う

な
」
と
夢
を
膨
ら
ま
せ
ま
し
た
。

 

英
語
担
当
の
上
野
智
秋
教
諭
は「
生

徒
達
は
、
こ
れ
か
ら
の
国
際
社
会
で
活

躍
し
て
く
れ
る
存
在
。
研
修
に
お
い
て

も
と
て
も
い
き
い
き
し
て
い
る
姿
を
見

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」
と
期
待
を
込

め
て
語
り
ま
し
た
。

作
技
術
研
究
部
は
中
高
共
に
完
走
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

指
導
し
た
奥
大
介
教
諭
は
、「
今
回

の
車
は
、
廃
棄
処
分
に
な
っ
た
車
い
す

の
部
品
を
使
用
し
た
。
お
金
を
か
け
る

の
で
は
な
く
、
部
活
内
外
で
た
く
さ
ん

の
人
に
協
力
し
て
も
ら
い
完
成
さ
せ
る
、

そ
の
経
験
の
大
切
さ
を
学
ん
で
ほ
し
い
」

と
語
り
ま
し
た
。

次
年
度
実
施
予
定
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
海
外
研
修
事
前
学
習
と
し
て
、
高
校

１
年
生
（
８
ク
ラ
ス
２
８
６
名
）
が
こ

の
夏
２
日
間
の
英
語
研
修
に
参
加
し
ま

し
た
。
柏
高
校
で
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に

よ
る
ネ
イ
テ
ィ
ブ
ス
ピ
ー
カ
ー
と
の
英

会
話
の
授
業
を
取
り
入
れ
て
お
り
、
普

段
の
学
習
の
成
果
を
発
揮
す
る
よ
い
機

会
に
な
り
ま
し
た
。

研
修
場
所
で
あ
る
T
G
G
は
、
日

常
シ
ー
ン
を
想
定
し
た
実
践
的
な
英
会

話
や
、
英
語
で
専
門
知
識
を
身
に
着
け

ら
れ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
を
提
供
。
参

加
し
た
田
中
栞
さ
ん
は
、「
空
港
で
の

シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
想
定
し
た
会
話

に
挑
戦
し
ま
し
た
。
旅
行
や
留
学
の
際

に
と
て
も
役
に
立
つ
と
思
い
ま
し
た
」

と
話
し
ま
し
た
。
ま
た
、
三
島
夏
子
さ

ん
は
、ス
タ
ッ
フ
と
の
交
流
に
つ
い
て
、

「
積
極
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

と
る
姿
勢
も
大
事
。
ス
タ
ッ
フ
と
会
話

す
る
中
で
英
語
力
を
褒
め
て
も
ら
え
た

こ
と
が
自
信
に
つ
な
が
り
ま
し
た
」
と

嬉
し
そ
う
に
話
し
ま
し
た
。

 

6
月
19
日（
土
）に
開
催
さ
れ
た「
Ｈ

Ｏ
Ｎ
Ｄ
Ａ
エ
コ
マ
イ
レ
ッ
ジ
チ
ャ
レ
ン

ジ
２
０
２
１
」
に
工
作
技
術
研
究
部
が

出
場
し
、
中
学
生
ク
ラ
ス
が
3
位
で
表

彰
台
に
上
が
り
、
高
校
生
ク
ラ
ス
が
7

位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

本
大
会
は
、
１
Ｌ
の
ガ
ソ
リ
ン
で
走

行
で
き
る
距
離
を
競
う
モ
ー
タ
ー
ス

ポ
ー
ツ
で
す
。
燃
費
性
能
を
競
う
こ
と

に
よ
っ
て
環
境
へ
の
取
り
組
み
を
重
視

し
て
い
ま
す
。

参
加
し
た
生
徒
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
で
十
分
な
部
活
動
が
で
き

な
い
状
況
の
中
、
精
一
杯
の
努
力
を
重

ね
て
き
た
だ
け
に
、
大
会
に
参
加
で
き

た
こ
と
を
心
か
ら
喜
ん
で
い
ま
し
た
。　

大
会
に
向
け
て
高
校
生
は
1
年
以

上
、
中
学
生
は
2
年
以
上
、
車
の
製
作
・

改
良
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
当
日
は
あ

い
に
く
の
レ
イ
ン
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
に

よ
り
、
大
会
の
難
易
度
は
よ
り
高
ま
り

ま
し
た
。
実
際
、
中
学
生
、
高
校
生
と

も
に
エ
ン
ト
リ
ー
し
た
車
の
う
ち
、
半

分
以
上
は
リ
タ
イ
ア
。
そ
ん
な
中
、
工

Tokyo G
lobal G

atew
ay

（
T
G
G
）
で
の
英
語
研
修
に
参
加

Ｈ
Ｏ
Ｎ
Ｄ
Ａ
エ
コ
マ
イ
レ
ッ
ジ
チ
ャ
レ
ン
ジ
２
０
２
１
で
入
賞

第
１
回
鉄
研
対
抗
い
鉄
甲
子
園
で
地
域
お
こ
し
隊
協
力
賞
を
受
賞

中
学
生
を
対
象
と
し
た
高
大
連
携
の
工
学
講
座
を
実
施

参加当日の様子（左手前から、小松巧知さん　森琢磨さん　 
大野凌久さん　川崎由比さん　岡田聡史さん）

TGG での英語研修の様子

工学講座の様子

中学生クラス 3 位入賞の様子

※
工
作
技
術
研
究
部
に
指
導
や
部
品
の
譲
渡
な
ど
、
ご

協
力
い
た
だ
け
る
方
は
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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